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平成 23 年５月 18 日 

各    位 

上 場 会 社 名 株式会社セラーテムテクノロジー 

代 表 者 名 代表取締役社長  池田 修 

（コード番号  4330 大証 JASDAQ 市場） 

本 社 所 在 地 東京都中央区日本橋本石町 3-1-2

 

 

（訂正）平成 22 年 6 月期 決算短信一部訂正に関するお知らせ 

 

 

平成 22 年８月６日に公表しました「平成 22 年 6 月期 決算短信」について、一部訂正を要する

箇所がありましたので、下記の通りお知らせいたします。なお、訂正箇所は下線を付して表示し

ております。 
 
 
 

記 
 
 
 

１．訂正前 

（16 ページ）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

項目 
前連結会計年度 

(自 平成 20 年７月１日 
至 平成 21 年６月 30 日) 

当連結会計年度 
(自 平成 21 年７月１日 
至 平成 22 年６月 30 日) 

３ 会計処理基準に関する事

項 

（略） 

  

  

（略） 

  

  

  （略）  

(5) その他連結財務諸表作

成のための重要な事項 

（略） （略） 

 

（17 ページ）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

前連結会計年度 
(自 平成 20 年７月１日 
至 平成 21 年６月 30 日) 

当連結会計年度 
(自 平成 21 年７月１日 
至 平成 22 年６月 30 日) 

（略） 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿  
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２．訂正後 

（16 ページ）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

項目 
前連結会計年度 

(自 平成 20 年７月１日 
至 平成 21 年６月 30 日) 

当連結会計年度 
(自 平成 21 年７月１日 
至 平成 22 年６月 30 日) 

３ 会計処理基準に関する事

項 

（略） 

  

  

（略） 

  

  

（略）  

(5) 重要な収益及び費用の

計上基準 

―――――― 完成工事高及び完成工事原価の計上

基準 

 当連結会計年度に着手した工事契約

から当連結会計年度末までの進捗部分

について成果の確実性が認められる工

事については工事進行基準（工事の進捗

率の見積りは原価比例法）を、その他の

工事については工事完成基準を適用し

ております。 

(6) その他連結財務諸表作

成のための重要な事項 

（略） （略） 

 

（17 ページ）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

前連結会計年度 
(自 平成 20 年７月１日 
至 平成 21 年６月 30 日) 

当連結会計年度 
(自 平成 21 年７月１日 
至 平成 22 年６月 30 日) 

（略） （重要な資産の評価基準及び評価方法の変更） 

 当連結会計年度より「工事契約に関する会計基準」（企

業会計基準第 15 号 平成 19 年 12 月 27 日）及び「工事

契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第 18 号 平成 19 年 12 月 27 日）が適用されたこと

に伴い、当連結会計年度に着手した工事契約から、当連

結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が

認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率

の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工

事完成基準を適用しております。 

 当連結会計年度においては工事進行基準に該当する

工事契約はなく、すべての工事について工事完成基準を

適用しております。これによる損益への影響はありませ

ん。 

以 上 

■ 本件に関するお問い合わせ先 

株式会社セラーテムテクノロジー IR 担当   TEL: 03-6820-0740  


